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目から鱗の魚の名前の由来  

落語「やかん」で、知ったかぶりするご隠居が、八五郎に魚の名前などの由来を説明するくだ

りがある。でもこれは、苦し紛れのこじつけ・デタラメである。そこで、本当の魚の名前の由来

を、知ったかぶりのヒライが調べてみた。 

漢字 落語「やかん」的発想の魚の名前の由来 本当の魚の名前の由来 

鯨
くじら

 

鯨 鯢
けいげい

 

雄が鯨 

雌が鯢 

 

久治良 

朝９時に、海面に勢いよくブシューッと

潮を吹き上げる。これを見た漁師が「９

時ら（だ）」と叫んだから「クジラ」に

なった。もし潮を吹くのが５時だったら

「ゴジラ」になったはず。 

体表が黒で、肉が白なので「黒白」か

ら、「クロシロ」→「クシラ」から「ク

ジラ」になった。口が大きいから、口広

（クチヒロ）が訛って「クジラ」になっ

たという説も。 

漢字の鯨の旁「京」は、大きいを表す記号の一つの京（兆の１万倍）を当てて、大

きい魚という意味。クジラは哺乳類だが、海に生息するので「魚」と思われていた

ため、魚へんが使用されている。 

鮃
ひらめ

 
平目 

平たい体に 目が付いているから｢ヒラメ｣ 

左向きになるのがヒラメ   

体が平たいことにから「平べったい魚」

という意味。眼の位置に着目して、「眼

の側(ひら)」→「ひらめ」となったとい

う説も。 

鰈
かれい

 
加良衣比 

カレイは、ヒラメの屋敷に仕えて、ヒラ

メの家来（けらい）だったので「ケラ

イ」が訛って｢カレイ｣ 

右向きになるのがカレイ 

体の色が枯れた木の葉のような色をして

いて、魚のエイに似ていることから「枯

れエイ」→「カれエイ」→「カレイ」 

もともと両面が黒かったが 2 つに裂けた

もので、目のあるほうが片身を捜してい

るという話から「カタワレイヲ（片割

魚）」から「カレイ」になった。 

鯛
たい

 
あの魚は、決して１匹では泳がない。隊

を成なして泳ぐから｢タイ｣なのだ。 

先頭を泳ぐのが｢鯛長（たいちょう）｣群

れからはぐれて悪さをするタチの悪い連

中が｢愚連鯛（ぐれんたい）｣⁉ 

 

タイの体型から「平魚（タヒラウオ）」

と呼ばれていたが、省略されて「タイ」

と呼ぶようになった。 

位が高く、上等という意味の「大位」

（タイイ）から「タイ」と呼ばれるよう

になったの説も。 

「メデタイ」という言葉から「タイ」の

名がついたというのは俗説。 

漢字の旁は、日本周辺の海のどこでも獲れることと、一年中・周年で獲れるという

意味から周の字が当てられた。 

鰯
いわし

 

鰛・鰮 

イワシは体も小さいが、気も小さい。も

しも迷子になってはいけないから、犬の

ように電信柱にシーを掛けたいが、海に

は電信柱が無い。そこで岩にシーをし

た。「岩しー」→「いわし」になった。 

いつも他の魚に食べられている弱い魚。

傷みやすいという弱さの「よわし」から

「イワシ」になった。 

貴族の食べない卑しい魚という意味の

「賎し（いやし）」が変化したの説も。 

１０月４日は「104（いわし）」と読む語呂合わせから「イワシの日」 
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鮪
まぐろ

 

 

大群で泳ぐ姿が遠くから見ると、真っ黒

な塊に見えるから｢真っ黒｣と呼んでいた

のが、縮まって「真黒（まっくろ）」→

「まぐろ」になった。 

泳いでいる姿を海面から見ると影が黒い

ので「真黒（まぐろ）」であるという説

と、目が黒いので「眼黒（まぐろ）」で

あるという説。 

旁の有は「外側を囲む」という意味があり、 

鮪は海を囲むように大きく回遊することから、 

この漢字がつけられた。 

鰹
かつお

 

松魚 

堅魚 

威勢の良い魚で、他の魚と喧嘩をしても

負けたことがない。勝つ魚で「勝つ魚

（かつうお）」→「カツオ」になった。 

 

身質が柔らかく傷みやすく、堅く干して

食用にしていた。「身が堅い」という意

で「堅魚（かたうお）」が「カツオ」に

なった。疑似餌（ぎじえ）で釣れるくら

い「頑な魚（かたくな）・頑魚(カタウ

オ)」→「カツオ」になったという説。弱

いイワシに対して、強い魚だから「勝つ

魚」→「カツオ」となったという説も。 

鯖
さば

 

青花魚 

気性や気前が良くサバサバしているが、

いい加減で数え間違いや数をごまかす

「サバを読む」が「サバ」になった。 

大勢で集まって群れをなすことから、た

くさんを意味する「サハ」という古語が

→「サバ」になった。 

歯が小さいことから「小歯・狭歯（さ

ば）」と呼ばれ→「さば」になった。 

鯒
こち

‣鮲
こち

 

牛尾魚
ぎゅうびぎょ

 

鞭子魚
べ ん し ぎ ょ

 

こっちへ向かって泳いでくるから ｢コチ｣

だ。ずっと一方向にしか泳ぐだけでな

く、逆方向に泳ぐこともある。そういう

時は、自分が向こうに回ればいつも、こ

っちへ泳いでくることになる。 

魚形が、神官が儀式の時に使う「笏（こ

つ）」に似ているところから訛って「コ

チ」になった。漢字の鯒は、コチが餌を

砂中から飛び跳ねて捕食するところから

跳踊（はねおどる）の意。 

鱈
たら

 

大口魚 

大頭魚 

「まだら」の「ま」抜けで「たら」にな

った。大食漢で、大きい口で、足る（た

る）ほどに、無闇矢鱈、鱈腹食べる、さ

らに手当たり次第なんでも食べてしま

う、出たとこ勝負で、いい加減な出鱈目

な行動をするから「タラ」になった。 

体表にある斑（まだら）模様から「マダ

ラ」→「タラ」。 

漢字の鱈は、雪の降る季節に捕獲され、

血が足らぬような、雪のように白い身を

していることから「雪の魚」→「鱈」に

なった。 

鰻 

䰲䱀䱇

鯬鰌鰍 

鱓鱔鱣

鱺 

 

ヌルヌルしているから｢ヌル｣と呼ばれて

いた。ある時、鵜（う）がこの「ヌル」

を飲み込もうとしたが長い体を持ってい

るため、なかなか喉を通ってゆかず、飲

み込むのにたいそう難儀をした。｢鵜が

難儀｣→｢鵜、難儀｣→｢鵜難儀｣→｢ウナ

ギ｣となった。 

 
鰻を焼いたのを｢カバ焼き｣というのは、

馬鹿に美味うまいから、はじめは｢バカ

焼き｣といったが、ひっくり返えさない

と焦こげてしまので、「バカ」をひっく

り返して｢カバ焼き｣にした。 

胸が黄色いので「胸黄（むなぎ）」とい

う説。細長い体形が棟の木に似ているこ

とから「棟木（むなぎ）」という説。 

「身」の古い語形が「ム」なので、「ム

ナガ」（身長）→「ムナギ」になったと

いう説。 

「鰻」の旁の字「曼（まん）」は、ずる

ずると 長く 伸び た 草木の 「つ る」も

「曼」というように、「細長い」「長くの

びる」という意味から、この「曼」とい

う字が、細長い魚に当てられた。 

 

 

https://1drv.ms/v/s!AiZK9Kv-HkjarVYsidwGf1QBKNTO?e=aRHdbJ 
動画は、上記 URL（One Drive）をクリックしてご覧ください 

バ
カ
焼 

カ
バ
焼 

https://1drv.ms/v/s!AiZK9Kv-HkjarVYsidwGf1QBKNTO?e=aRHdbJ


魚偏の漢字  https://kanji.jitenon.jp/cat/bushu11001.html より 

 魚偏の漢字を魚ッチングしてみた。全部で 412 文字あった。知らない、読めないものが多い。

ウオーっ！おっとっと、ギョギョギョ⁉と驚いた。目から鱗である。 

そして、左側の魚偏の部分を、その魚のイラストにした「魚の漢字絵図鑑」を創った。さら

に、右側の旁の部分を変えて、魚偏感字・魚偏嘘字・創作漢字を創ってみた。ご笑覧あれ！ 

魚䰲魞魛魜魝䰳魟䰵魡魠䰴魢䰶魯魴魪䰻魥魭魧魦魣
魳魫魶魹魨魸䰽魬魮魵䰷魷魲魤魩魰魱䰸䰹䰺䰼䰾鮎
鮒鮃鮓鮑鮗鮖䱀魼鮔䱁鮏鮀鮐鮊鮁鮍魾鮇鮅鮄鮋䱂魿
䱈鮌鮉䱇魺魻魽鮂鮈鮕䰿䱃䱅䱆䱉鮘𩶗𩶠鮮鮪鮭鮫鮟
鮨鮠鮴鮣鮱鮰鮚鮬鮯䱎䱍鮆鮞鮛鮡鮧鮦鮩鮲鮥鮤鮝鮙
鮜鮢䱊䱋鮳䱄鯉鯀鯊鯒鯑鯏鮹鯆鯎鯇鯁鯋鮺鮻䱗鮼鯐
鮾鮵鮿鮷䱐鮸鯈䱒䱌䱔鮶鮽鯂鯃鯄鯅鯌䱏䱑䱓䱕䱖䱘
鯍鯓䲢𩸽𩷛鯨鯖鯵鯛鯣鯢鯤鯲鯡鯔鯱鯰鯘䱤鯕䱡䱟鯝
䱜鯞䱙鯧鯗鯜鯳鯯䱥鯫鯮鯟鯥鯪鯩鰙鯙鯚鯠鯦鯬鯭䱚
䱛䱝䱞䱠䱢䱣䱦䱧䱨䱩鯴䱪𩸕鰐鰍鰓鰉鰔鰕鰌鰈鰆鰒
鰊鰄鰛鯹䱭鰀鰋鰅鯸鯶鰇鯺鯽鯼鰂鰖鯷䱱鰚鰏鯾鯿鰘
鰑鰦鯻鰁鰃鰎鰗䱫䱬䱮䱯䱰䱲䱳䱴𩺊𩹉鰯鰭鰮鰥鰤鰰
鰡䱽鰞鰪䱵䱻鰜鰬鰝䱹鰣鰠鰧鰨鰢鰟鰩鰫䱶䱷䱸䱺䱼
𩹷鱈鰺鰻鱆鱇鰾鰲䲁鰴䲅鰶鰼鰽鱃鱂鰷鰿鱄䲃鱁鰵鱅
鰱鰳鰸鱀䱾䱿䲀䲂䲄䲆䲈䲇𩺰𩺺𩻄鰹鱒鱚鱉鱊鱛鱎鱖
鱑鱏鱘鱓鱔鱍鱕鱝鱋鱌鱙䲉䲊䲋䲌䲍䲏䲕䲎𬵪𩻩鱗鱠
鱧鱫鱜鱞鱤鱥鱟鱪鱐鱢鱣鱩鱯鱮鱡鱦䲐䲑䲒䲓䲔鱭鱰
鱨鱴鱬鱱䲖䲗䲘𩻛鱶䲛鱵鱲鱳䲙鱸鱷䲚鱹鱺鱻䲜 

魚の絵図鑑と魚偏の嘘字  

   

                   

                   

                 

                      

             

                      

                   

ぎょ

ぎょ 

https://kanji.jitenon.jp/cat/bushu11001.html

